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児童の書く力に関する童謡活用の効果

一一メロデイを聴く活動を含む詩の授業と含まない授業の比較分析一一

ノa、 円 τ主プ F 

'b'- 先: -j 

ト問題と自的

は歌なのか，詩なのかo Jllll十l圭一(1997j).1)は，童話は大人の詩人が子どもに向け

た「歌われる詩Jr歌われるための詩jであると主張している。矢崎節夫(1995j).75)は，まど・

みちおから「詩は自分の!こiコの自分で書き，童話は自分の中のみんなで書く Jと伺ったことをもと

に， I詩は自分の発見や感動を自分の言葉で書き，童話は自分の発見や感動をだれでもが分かる言

くということであり，童謡は詩の一つのかたちである」と述べ 童話を「詩の一つのかた

ちj としている。このことから，童話はもともとは詩であり，それに !113がつけられたものと考え

られる。童話の「もともとは詩であるjという面に着目していくことにより， I~I語科の学習にお

いても取り組んでいくことは可能であろう。つまり，音と語が結びついた童話は音楽科だけでな

く，国語科においても活月3できるのではないかということである。しかし，国語科・音楽科の教

科書で童話教材が使用されている割合は国語科・音楽科とも認めて低い。童話はどちらの教科か

らも顧みられず，匡i語科や音楽科の狭間で埋もれている状況である。国語科において童話を活用

できないものだろっか。そこで，本研究では，教育の立場から童謡を取り上げ， I主!語科の学習と

して童話を活用する意義を明らかにし 授業研究を通して教育の立場から論じることとする。

平成20年小学校学習指導要領(I童話)に「我が自の言語文化に触れて 感性や情緒をはぐくむ

ことを重視する。jと示されている。国語科教育は我が国の言語文化を継承・発展させていく大き

な使命をもつものである。 I伝統的な言語文化と i童話の特質に関する事項J(第五学年及び第六学

年〕には「古典について解説した文章を読み，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。」と記さ

れている。童謡もこの伝統的な言語文化の一つであるといえる。童謡は口語中心に拙かれている

ため，その歌詞には文語調の文章は少なし'0 しかし，童謡は当時の人々の人間模様や生活株式な

どが言語で伝えられた文化であり，童話の歌詞に見られる「蛇の目JI縁側JI背戸jなどからは，

この時代の生活様式やそれらを使っていた当時の人々のものの見方や思いを知ることができる。

童謡の歌詞には伝統的な言語文化として成立させる諾棄が含まれているので，童話も広い意味で

の伝統的な言語文化である。さらに，童謡には家族や自然などをモチーフにして子どもになりき

って書かれている作品や子どもの発想で書かれている作品，子どもの心で人間や自然を見つめ，

それらと関わりながら生きていこうとする作品が多く見られる。このような童話の作品の捉え方

を今日の子どもたちに追体験させることにより，子どもの J心に響き感性や情緒をも育むことがで

きるものと考える。
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以上のことを踏まえ，平成22年度筑波大学大学院修士論文「国語科における童話の活用とその

意義一俳句や短歌の創作を通して-J において研究結果を発表した。詩と I~tl をセ y トにし

を活FFJすることにより童話の主人公のイメージが捉えやすくなり，童話イノ1=ii11の内容への理解が深

まることが分かった。さらに，歌詞の内容に関係しながら自分なりの捉え方や解釈がしやすいと

いう傾向も見られ， 21かなイメージをもつことができるということも分かった。

本研究では，上記の先行研究を踏まえ童話を媒介にし， rこの作品が好きという思しミを伝える j

という授業研究を通して， どのような傾向が見られ， どのような教育的な効果があるのか追究す

ることが目的である。

II. 方法

i唱歌と童話の対比，童話の歴史的展開，国語科における童話活用の意義を論じる。その浬論研

究を踏まえ， 111]を聴かせず歌詞(詩)をもとに授業を行う〈詩グループ〉と， ，11，を聴かせ歌詞と

il!Jをセットにして授業展開するく童話グループ〉を設定し， 31時間の授業展開をする。第 1Il寺・

第 21l寺は童話 fアメフリ.] (北原白秋)， rト五夜お月さんj(野口雨情)， n言たたき j(西依八一1--)

を使用し， 3 fr:品の内容をつかませる。第 3n寺では，これらの{乍品の iゃから好きなものを一つ選

ばせ，この作品への患いを友だちに伝わるように文章表現をさせてしミく。この文章を分析する主

な観点としては， rこの作Jiiが好きなんだという疋1，t ¥が表れているかJiどのような詰葉や語句が

見られるかJi使用文字数はどのくらいかjがあげ、られる。授業分析と文章分析を行い，童話のI!lJ

を!胞かせた場合と i尽かせない場合とでは， へのj玖り組み方や文章表現にお¥_、て，見られる傾

ji:l]や教育i切な効果について考察し 国語科としてflilをどう位置づけるのか明らかにしていきたし」

尚，本論文，本研究授業で使用する童謡の歌詞の出典は与III準一編 (1957)r日本童話集j(岩波

である。

ill. 唱歌と童謡の対比

|印明り円Ji治1合i5年の学ii制Ii制削i計司|りjでで、 1-1唱1唱品可窃歌1大uは教干科科iト-科宇科科l↓1-日二ヨiとして挙げ、ら jれ〆工Lているが 「一下I~マ等小学校教科科-1孔4心!唱1リ唱J品主歌 当

分之ヲ欠ク Jil下下:ご争与号等;中f宇学手芋:校教手利科:1ヰiト.1ω9奏楽 当分i紋ジ武Lクj と但書がついており， 学t市如j討iゆ凶i

にi良主喝Jけすす一るものだけが，教科そのものから除外されていたのである。そのような 1112歌Jを教科と

して取り入れようと尽力したのが伊沢修二二(1851-1917)や臼賀出極太郎(1853-1926)らの教育家

である。彼らの建 I~l により，音五日rz調t1'I，が設置された。 111 束功 (2008 p. 13)は，音楽取調掛には

fJJ{J(が米国留学中に rmJ事した音楽教育者のメイソン(1818-1896) が招 Jp~ され，西洋音楽受容の基

礎が築かれていくことになったという。当時はオルガンヤピアノなどの楽器を調達できず，輸入

に頼っていた時代であり，器楽演奏を中心とした音楽教育，奏楽は極めて困難であった時代であ

る。そこで，楽器の問題を回避するために教師だけが楽器を弾ければよいということで， 72子の音

楽として「歌うこと=Ili当歌Jが必要とされたのであると山東 (p.19) i討旨摘する。その!唱歌jを

教科(こ導入した伊沢がIll~\歌歌詞について問題視したのは歌詞の句数字数といった韻律的側聞への
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自己!重であった。この配慮にIJ乎応できるの に通i境し，教育的配慮に自の向く人物でなければ、

ならなかったと山東(p.20)はいう。この要望に応じたのが国語教育に携わり，キ[]学に通じた(1]学

派の稲垣千頴，里見義らであった。ここに唱歌作詞と との関{系を見出すことカfできる。こ

のような経緯から Ill~歌が国語教育から生まれてきたのであると LLJ 東 (p.21) は指摘する。その 1 11日

可欠Jの意義について，LL! i主正巳(1967p. 94)は，子どもの学業における疲労を癒し， Jlilil践を強く

し，発昔を正し，心情を楽しませることなととが11即日;の「直接の功力jであり，社会を「干し文ノ域j

にすすめ「王徳ヲ領Jするようになることなどが r-!t¥]接ノ功力|であるとされていたという。当

11寺の学校教育が教師による一方的な知識の教授に終始していることを北t=I'IJし 子どもの学ノ校生活

を「快倫Jなものにし，健康の増進にも役立つというところに唱歌教育の意義があると目賀111が

主張していたと山住 (p.34) は論じている。一方，伊沢が目指した III~ 可欠教育は東洋と西洋の音楽の

折衷であり，日本における「国楽jの宗IJ生にあったと山東(p.21)はいう。その伊沢は音楽が徳性

の養成に適するものと捉えていたが，音楽の芸術的iWJmi，r雅JのiWJ加を重視し， 1俗」の改良と

して[雅j を矯築し I唱歌によって「俗J から i 雅J への転換を 1:Z1 り楽」としての1I1~歌を目

指したと山東(p.281)は述べている。 明治14年になると l~l 賀回と伊沢が f直接の功力 j を後退さ

せ， 1間按ノ功力Jに儒教道徳をもりこんで重視しようとしていたと山住 (p.94)が指摘している

ことから，唱歌教育の目的が徳性の極養に変わり 唱歌を「心情の養成Jではなく徳育の手段と

して利用したことが窺える。歌詞は「雅」で，西洋歌1113で歌おうとしていた和洋折衷の唱歌は官

制的で子どもの吾楽的能力に適さず，小学生には歌詞の珪!解も難解であるという批:j:IJが音楽性だ

けでなく歌詞の院でも生じてきたのである。

このilE歌批判から鈴木三重吉主宰の『赤い鳥jが大正 7年に刊行され，童話興!径の契機となっ

た。三重吉は[童話Jに対する言葉として，子どものための芸術的な歌を|童話j と名付けたの

である。それは，文字として読まれる詩だけではなく，音楽を伴って歌われるものとしての「童

話」が考えられていたと藤田圭雄(1971p. 14) は指摘する。三重吉だけでなく北原白秋も1l1!~1 歌に

厳しい批判の目を向けていた。白秋は f童謡在、観J(1923)で， I新しい童話は根本を在

に置く。 El本の風土，伝統，童心を忘れた小学唱歌との相違はこ、にあるのである。jと述べ，童

心と伝統が欠如した教訓的なl唱歌を否定し， 1童話は童心童話の歌謡である」と主張したのであ

る。同様に W}口雨情も|童話作法問答J(1921)においては子どもの心から遊離した，詩

的情緒が含まれていない無j砲!l未単調であると唱歌批判をしている。間保八トも「現代童話講話 i

(1924)の中で， 1112歌が主として教訓や知識を授けるのを目的とした功利的歌謡で、あり，児童の生

活感情には何等の交渉を持たないとし唱歌を否定している。

大正j+JJ半ばの童話運動は円三ども不在Jのl唱歌を乗り越えようとの意図で、興り，芸術性の高い

子どもの歌の創造を目指した動きであったといえる。が，唱歌と ，その成立において当時

の社会的背景が大きく影響しているのである。唱歌はi明治 5年の学ilJlゆlli布が行われ教育1111])支も大

きく変化しようとしていた西洋受容の近代化の中で成立し，それに対して童話の成立は大正期半

ばである。その当時は大正デモクラシーによる自由主義思潮が高まり，児童 I:IJ心主義教育が!唱え
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られていた時代であったD 成立時代背景が異なっている唱歌と童話ではあるが，歌詞に着邑して

いくと『われは海の子jのような「国家主導的な唱歌歌詞Jに対し， r子どもの感性や感受性の-育

成をめざす童謡歌詞j という違いが見えてくる。 唱歌は大人が日本の自然の美しさや伝統的な文

化を子とともに伝えたいという思いが歌詞に強く表れたものであり，子どもの心から湧きあがるも

のではなかったといえるのである。それに対して 子どもの心に根さ、し子どもに分かりやすい歌

詞で家族を忠う心や自然の美しさ，日本の風土などを表現し，詩的情緒が含まれており，深い文

学性を有するものが童話なのである。

N.童謡の歴史的展開

という1=1 ;f{j;のお~UJI は『日本書紀j であり 「わざうたJと読まれ11寺!止を誠したよヒ11食の歌

であった。「童話Jという言葉が 子どもの歌の意味に使われるようになったのは江戸H寺代に入っ

てからであると藤田(1971pp. 13 -14)はいう。童話の概念について，畑中(1990pp. 16-17)は，

①子ども達が集団fJヲに生み出し伝承した歌謡(わらべうた，伝承童謡)，②大人が創作した子ども

の歌，①子ども達が創作した詩・歌(児童詩，児童自由詩)の 3つを挙げている。 昭和10年代頃

までは 3つの概念の混在が見られたが，①と①の概念がそれぞれ分離・独立し， r童謡Jは「大人

が創作した子どもの歌jとし寸意味で定着し今日に至ってし)ると畑中(1990p. 17)は指摘する。そ

の「童話Jという語の概念については， f目'1育・白秋・露風・八十の11jJでも微妙に異なり，簡単に

は定義づけられない。

雨情は，童話を芸術性の高い歌われるための子どもの詩であると主張した。雨情の童話は子ど

もの限を通して子どもの生活を歌ったものであり，音楽的韻に富んだ日常的な言葉で、芸大いあげ

たものであった。 雨情の児童観で、あるが，子どもを無邪気で天真矧漫で清く美しい純真な心を有

する者と捉えている。

白秋は，わらべうたを根底にすえながら「童心童話の歌謡Jを目指した。 畑中(1990p.97)は，

1:'::1 秋の江主心Jを偲性的で奥行きの深さがあるといっているが，白秋自身の幼少期の過去を追慕

し郷愁に生きょうとする心情に関わりがあるのではないかと考える。白秋の児童観であるが，白

秋は子どもを美化しておらず，子どもは本来残虐性をもち，大人同様の欲望や感情をもっている

者であると捉えている。

露風は「真珠島J(1921) において， r易しい言葉j と言葉の「好い調子J，詩の音楽性を重ん

じ，童話には自分が表れると考え，童話は詩人の自己表現であるとも主張している。この点が，

八十の主張「童話は作者の自己表現Jと重なっている。露風の児童観であるが，露風も雨情と l可

様に，子どもを天真協j漫で純粋無垢で、あると捉えている。

八一iーは，大人の心で、幼年時代に取材した詩を象徴的に書くという象徴詩としての童謡をうちた

て，詩人の感動をもとに詩人の自己表現としての童話を強く志向した。八十は童心に拘るのでは

なく，童話は詩人の真撃な自己表現であるべきと主張した。八イーの児童観で、あるが，童心主義を

襟袴せず，子どもの現実を醒めた iヨで見ていることから 読み手としての子どものことをあまり
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意識していなかったといえる。 Iさ秋や雨情は子どもに対して「過干渉Jであったが，八十は自己

表現としての詩の創造に専念していたといえると畑中 (p.75)が指摘するように，子どもへの関心

は薄かったと考えられる。童話観や児童観は童話詩人により異なるが 本論では童謡を「大人が

どもに向けて書いた歌われるための詩Jと捉えることとする。

V. 盟語科における童謡活用の意義

1. 童謡の教膏的要素

「童話は詩(文学)なのか，歌(音楽)なのかJ という 1~:l題が 今日まで続いている。この問題

について，畑中(1990pp.254-257)は論じている。童話勃興期において，雨情や葛原しげるのよ

うに音楽性を百1く主張する立場と 八十のように詩を重んじる立場とがあった。露風にも音楽性

を強調した発言があり，当時の童話詩人は音律を rj:J心とした音楽性を追究していたのである。が，

白秋が児童自由詩を賞渇したこともあって，昭和初期にかけて簡潔な印象詩的表現が童謡界に広

まっていった。童謡が歌われる詩であるからといって 詩のリズムだけを重視しても音楽的律動

が生まれず，子どもの心に訴えかける躍動感は乏しくなってくる。ましてや，作者の自己表現と

しての文学性を追究するとなると さらに子どもから離れてしまうのである。この畑仁!こlの論述か

ら，やはり子どもの心に根ざした童話と ¥;iうものは子どもの心に響くものでなければ，その本領

を発揮できなし E。童謡には子どもの心に訴える躍動!惑が必要であり，その躍動感は音楽性から生

まれてくるものであると捉えられる。

以上のことから，童話は詩と音楽性の両方が!司じウェイトで機能してこそ，童話としての本領

を発揮できるものであると考える。正に車の両輪の如く両方とも必要な教育的要素なのである。

2.童謡でなければ、できないこと

と歌は作者自身だけの詩ではなく その時代のみんなの気持ちを読み取った詩をみん

なの歌にしているものである。詩と曲から成立している童謡から山をとったら詩が残る。しかし，

この詩は作者の個人的な思いの強い詩ではなく，みんなが分かる，みんなが共有できる詩なので

ある。童謡とは誰もが共有できる詩であり，誰でもが歌い楽しむことができる歌と捉えることが

できる。そこに，童謡の大衆性がある。童謡を媒介にして国語科の授業を展開していく場合，詩

と出をセットにして活用することで 童話の大衆性を楽しめるということと，歌詞と Ijjlが一緒に

なるところで出てくる子どもの感性に働きかけることができるということが，

きないことである。

VI.童謡を活用した国語科授業分析

でなければで

平成23年 7月11日・ 12日.13日の 3日間に渡り，千葉県八街市立朝陽小学校第 5学年 1組， 2 

組， 3組， 4組の136名を対象に授業研究を行った。機械的に， 1・2組をく詩グループ〉とし，

3・4組をく童謡グループ〉とした。
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{単元名}童謡への自分の思いを伝えよう

{単元について}

を使って童話の世界を想像させ お気に入りの童謡を選ばせる。その気に入った童謡への

思し、が友だちに伝わるように文章で表現をする。選んだ童話のどこがどうして気に入ったのか，

この部分がこうだから好きなんだというような， I自分がその童謡が大好きなんだjという思いを

書き，友だちに伝えるという文章表現活動を行う。そのためには，まず，童謡における言葉の意

味を捉えさせ，次に，歌詞の音読や視写ーにより童話の世界を想像させ，気に入った童話に思いが

もてるようにする。本主ì~- 元では，く詩グループ〉・く童話グループ〉の授業分析と文章分析を行い，

表現力に見られる傾向や教育的な効果を追究することがねらいである。

{児童の実態}

庁完工国到(実施日:平成23年6月28日 対象:朝i場小学校第 5年133名)

①「童話jについて

* r童話Jという言葉を開いたことがあるけれど「童話Jが何であるかは分からない (75%)

* r童謡jについて知っている (9%) 

[子山本(4名 ) 子 山 一 ) 子 とも例れれば，)1 

難しくない物語(1名人昔(1名) J 

[町だち先一
テレピで見たことがあるカか、ら(3宰名1)入， とどJ こカか、でで、間いたお;ぼまえがあるカか、ら(2名) J 

*
 

という を聞いたことがある (7%) 

*慣れ Eたことがなvi(9 %) 

②「詩jの捉え方について(複数回答)

*短い文・短い文章-短い言葉(53%) *思し 1や気持ち，感じたことを書いたもの(10%)

*句読点が少なしi(9 %) *歌みた¥.，，)なもの (6%) 

*q却誌やお話(4%) * I古!じ言葉の繰り返しがある (3%) 

*心が落ち着く文章 (3%) *改行が多い (3%) 

*丈のVJjj~ しいバージョン (3 %) *自然のことを書いたもの (2%) 

*比1I針表現を使って書かれたもの (1%) *知識や様子を表す文 (1%) 

*一つのことを色々な言葉で表す (1%) *想像がしやすい(1 %) 

① i書くこと lについて

*書くことが好き (94%)

⑮ ittったことや;楽しかったこと，気持ち，伝えたいことが書ける (38%)

文を書くのは楽しし)(14%) ・体験や出来事が書ける(12%)

-作文は書:きやすい(11%) ・書くのが好き (8%) 

いっぱい書ける (7%) 

くことが得意 (2%) 

書き慣れている (2%) 
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*書くことが嫌い (6%) 

唾骨何を書いたらよいか分からない (3%) -めんどうくさし¥(2 %) 

き方が分からなし¥(1 %) 

以上の結果から， 8割近くの児童が童話という言葉を!苛いたことがあるけれど，その意味は知

らないと答えている。知っていると回答する児童でも，童話のような物語と捉えており，

との混乱が見られる。童話に対しては童話より馴染みが薄いといえる。詩に関しては詩の特

徴をつかみながら詩を捉えていることが分かる。 94%の児童が書くことが好きと答え，その理由

として心情を文章で表現できるからが約 4割を占めており，文章を書くことへの抵抗が少ないこ

とが窺える。

{学習指導計画(3時間扱い)] 

と

『アメフリ』の世界を失!Iる。

を聴いて〉題名を当て，詩〈

第 1U寺

き，分からなし〉の印象をしく

意味を知る。

② 詩〈童話の歌詞〉を祝写し，詩〈

詩を① 

〉から想像した色をワ〉の内容を捉え，詩〈

ークシートの傘の絵に塗る。

第211寺 f肩たたきJ~ト五夜お月さんj の世界を知る。

①-② fアメフ 1)J と!百j株に展開

選んだ作品が好きなんだという思いを文章表現する。

しく 3つの童話を聴き〉好きなものを lつ選ぶ。

〉への忠いを友だちに伝わるよう，_

3つの詩を

第3[l寺

② 

(2) 

させ

く口

{授業についての分析}

第 111寺において，く詩グループ〉では模造紙に書かれた題名が空欄になっている歌詞を

てから題名を想像させた。大きな声で読み， 1-ピッチピッチチャップチャ yプランランランjをリ

していた。早めに題名を『アメフリ jと答えることができたことから， <詩グルー

プ〉では，詩の内容を視覚的に捉えることができるという利点を有することが分かった。〈

ループ〉には，歌詞の模造紙を提示せず，歌を 1[Q!聴いてから題名を想像させると，興味をもっ

て耳を{頃けて W~\いていたが，すくに『アメフリ J と出てこなかった。しかし， ~雨降り母さんj

~mの歌J ~mmふれふれj 等，多様な題名が出され，歌から想像を広げていたのではないかと考

えられる。また， <詩グループ〉・〈

に見られない物(蛇の目傘)

グループ〉に対して，歌詞の!こ1:1に，今の11寺代ではめった

まれているので，実物の蛇の自傘を見せて

触らせたり，写真を見せたりして当時の時代背景を補足しつつ，詩の内容を捉えさせた。本11寺の

最後に， ~アメフ 1JJ から想像する色をワークシートの傘の絵に塗らせるとく詩グループ〉では，

傘の絵を黒一色で塗りつぶしている児童が 2~!見られた。理由を開いてみるとは立の自傘は昔の

物なので，昔というと|清い感じがするからJr昔のことなので白黒のイメージだからjと答えてい

か
ノ

選んだ詩〈

ズミカル，_
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た。水色や青，紺色の傘が自立った。一方，く童話グループ〉では， Iピッチピ yチチャップチャ

yプランランランjと口ずさみながら，傘の絵に色を塗っている児童が数名見られた。出]からく

る楽しさを実感しつつ取り組んでいたようである。水色や黄色，桃色などカラフルな色で塗って

いる児童が多数いた。そのような色使いをした理由は， 1-水色は雨降り，黄色はウキウキした楽し

い感じ，桃色は男の子の優しさを想像したからJであり，その子なりの理由付けをi明確に持って

いたことが分かった。

第2n寺でも， <詩グループ〉・〈童謡グループ〉に l縁側Jゃ i器粟」などの写真や絵をみせて

ネi!l)乏しながら詩の内容を捉えさせていった。題名当ての時， fi1iiグループとも『月 jr+五校jrお
月さんj 夜お月さまjという題名が出されたが， r十五夜お月さんjがなかなか出てこなか

った。 母さんに逢いたいと十五夜の月に願う一人ぼっちの女の子。その女の子の願いを十五夜の

お月さま， どうか叶えてほしいと，まるでネIjJさまに祈るような気持ちで，月を神さまのように崇

めて f十五夜お月さまJと答えたのかもしれなし'0r肩たたきjでは，局たたきをする主人公につ

いて，女の子，男の子のどちらを想像したか開いてみると，く詩グループ〉・〈童話グループ〉と

もに，女の子が多数であった。「屑たたきをする主人公の{憂しい気持ちが感じられるからJ1“~し

ましょ oH というのは女の子みたし，¥だから」がその理由である。歌詞の言葉に着呂していることが

窺えた。本!1寺の授業での振り返りカードに什一五夜お月さんを見たことがないので見てみたい。j

1-十五夜お月さんって，どんな月なのかな。」という感想が雨グループに見られたのは， I十五夜の

月Jについての捉えさせ方が不十分であったといえる o 45分という 1単位時間の中で， r十五夜

お月さんj と『肩たたきjを行うことはi時間的に厳しく，詰棄や語句についての説明不足は否め

なし'0

第3時で， 3 つの作品の I~J で一番好きなものを選ばせると，次の通りである。

『十五夜お月さんj 30名 『アメフリ，] 31名

詩グループ Irアメフ 1)j 20名 グループ Ir十五夜お月さんj 23名

たたき j 14名 『肩たたき j 11名

〈詩グループ〉の子どもたちには『十五夜お月さんJの主人公の心情や場面の様子が強く印象に

残ったようで，約半数の児童が選んで、いる。一人ぼっちの女の子の寂しさや母を慕う気持ちが詩

から感じ取れたものと忠われる。この f十五夜お月さん』が好きという思いを書く時，何度も詩

の文面を読み返しながら進めていた。 fアメフ 1)jや『肩たたきJを選んだ児童たちも同様に文面

を操り返し読みながら書き込んでいた。全体的に文章の文字数は少なかったが，中には心をひき

つける文章も見られた。く童話グループ〉では，やはり『アメフリ jを選んだ児童が多く，軽快な

メロデイーからくる楽しさを実感していたようである。子どもたちは明るくテンポのいい歌を好

む傾向があるのではないかと思っていたので 2番目に選ばれるのはリズミカルな『屑たたき』

であろうと予測した。が，本校でも『ト五夜お月さん』が f肩たたき』より多くの児童に選ばれ

ていた。しっとりとした日本的なメロデイーと歌詞とが一体となり心に響いたからなのであろう
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か。 8J3と詩をセットにして童謡を活用すると 選んだ童話への思いをすぐに書き始めることがで

きた。それは，書く意欲が高まり，その意欲が書くことの原動力となったからであると考える。

第311寺で，一番伝わってくる文章を選ぶH寺，両グループの児童たちは真剣にプリントの文章を

読んで、選んで、いた。しかし，この取り組みは各クラス担任から もう 1時間頂いて行うことがで

きたのである。前述の語葉や語句の捉えさせ方が時間的なことも関与して不十分であったことと

関連するが， もう 1時間設定した方が望ましかった。本単元を 31時間扱いで展開することはi時間

的に無理があり，そのことが課題としてあげられる。

VlI. i患いを伝えるj文章表現の分析

第 31l寺での全員の文章をプリントし，この詩や童話が好きという思いが伝わってくるものを，

〈詩グループ〉・〈童謡グループ〉毎に選ばせた。結果は次頁の表]に示す通りである。子どもた

ちの文章表現から，次のようなことが分かった。

イ.詩①と童話①から， iピyチピ yチ チャップチャ yプ ランランランJに関する文章を選

んだ児童が一番多かったということから，この文章を書いた児童を含め選んだ児童たちも

オノマトペの楽しさに惹かれているといえる。

ロ 詩⑤と童話②から， iサシタマエjなど，子どもたちにとって馴染みのない言葉や昔の言葉

に着目し，伝統的な言語文化を実感していることが分かる。

ハ 「母さんに も一度わたしは逢いたいな」が強く心に残り 母に逢いたいと切望する子の思

いや， i母さん そんなにいい気持ちJから親子の温かい触れ合を感じ取っていることが雨

グループから窺える。

一 両グループとも，選ばれた文章に必ず自分の思いが書かれている。思いや気持ちの記述部

分はく詩)13ヶ所，く童話)20ヶ所で，く童謡〉の方が多く思いや気持ちを書いている。 曲

をl聴くとイメージが膨らみ 書きやすくなったからだと考えられる。

ホ.印象的な諾葉・語句の使用数はく詩) 31llil，く童謡) 6個であった。特に，く童謡〉①は歌

認に「長靴Ji水溜まり」と書かれていないが，自分なりに想像して記述していることが分

かる。曲想に感化されて，想像力が働いたからであるといえる。

へ 自分の思いを相手に分かるように伝えるには少ない文字数では困難であり，ある程度の文

字数が必要で、ある。全体的な文字量を比較するとく詩)576文字， <童謡)686文字であっ

た。曲を聴くとイメージが膨らみ心に感じるものが強くなり，スラスラと書き進めること

カfできたといえる。

ト. <詩〉⑤と〈童謡〉③は『肩たたきjに関するものである。〈詩〉⑤は肩たたきをする子ど

もに着目し，その子の様子や心情を想像して書いている。〈童謡〉①は肩たたきをしてもら

っている母親が気持ちよさそうな様子を想像して，自分まで心底いい気分になれたことを

表現している。肩たたきをする童謡の主人公に向化して書いたことが分かる。この児童は

書くことを苦手としているが，思いが伝わる文章として 5名の児童に選ばれている。「ピン
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ク色を思い浮かべて，ふわっとした気持ちになったよJが選ばれた理由であった。曲を聴

かせると，書くことが苦手な児童でも思いを文章表現することができるようになったとい

える。

表 1 児童が選んだ思いが伝わってくる文章

-ZA守- ① 「ピッチピッチ チャップチャップ ランランランJがとてもリズムがよく明るい雰囲気になれま

グ 主。この詩から背や水色が浮かム主主主主主.2__fカアサンボクノヲ カシマショカ。キミキミ コ

ノレ ノプ1ササシ夕刊Jjp:?主人公の男の子は盤以区平君主jyt::..jt~ }t!J:_法以L 1 7名

②十五夜お月さん 母さんに も一度わたしは逢いたいなJがさびしく、かわいそうと思いました。

プ ぼくは「わたしJが本当にお母さんにあいたくて、十五夜お乃さんに話している所が好主主.Q__9名

③ fも一度逢いたいな」という所が母lとあいたいという気持ちが伝わってきました。この詩か

総 を思い浮かべて、 !AO)Tt<:母にあい7バ持ちを伝えているんだ似っと思いました。 7名

文 @この『十五夜おAさん』の「も一度わたしは逢いたいな」の所が、一度だけでもし、いからお母さん

ナH 吋 にあいたいという気持ちが伝わりました。私は、主よヱよ悲しい気持ちになりー主主L この詩からは

数 黄色を思い浮かべ:I1勝、ごとがかなったような気持ちlになりJ斗主L 6名

5 ⑤ 『アメアジ』の[キミキミ コノカサ サシタマエJが好きです。なぜかとし、うと、笠通主主よ主

7 ミキミ コノカサ サシティイヨJと言うはずですの言っていた言架が入っているので好きです

6 この詩から、水色が浮かんで‘きて、 IYjるい気持:2.1こなりました。だから、この詩が好きです。 5名

十，一4一、 ⑤ 「母さん そんなにいい気持らj が、倭しくて楽しくやっていゑよよ空会ilロて好きなんだし5名

① 「ピッチピッチ チャッフ。チャップ ランランランj のj長靴在はいて、水たまりを踏んでいる所|が

童 を主主コょこの重工粉、ら控ムど主主主j誌主主って12キなU 気持ちi!:;J己主立主以ι 1 2名

謡 ② 「アメアメ フレアレj が好きです。なぜなら、みんなは雨はあまり好きじゃないと ICilJ，、ます。で

グ も、 「アメアメ フレフレ」だから、胞が降2てほしいんだなiという様子が伝わるから気に入りまし

ノレ 主2-_fランランランJ'h!JJきです。車問笠ヱ主ム輩、五込Z1-..1ゴ斗ーで、も、 「ランランランJでは、盟主i

隆三エ生虫J三連L~心盛山; Lエ室主ムム~~~必弘主主:呈」主o_ fサシタマコニJ も女子きです。支企盛よ之

プ 却さいけど、何かおもん三~こ主主L 9名

③ fli)さんに も--);支わたしは逢いたいなj がご込、Jl:っちな感じだから釘ーきです。 rも一度逢いたい

総 なj は悲μこ主主主l辺法主」ち- 堕ど玄室生3記長空黄色を思い浮かべました。思:ま1さE控室ム

文 企室技亙Zと主主ムJ乏生{ま月と主主で、 j月と星が一緒~f樫いてい盃ic玄思い浮かべたからです。 9名

ナ~ @ 「母さんに も一度逢t，、たいなj としづ所が、監J主主二三盆主2エ三ゑ主主主心主企長主主主主。

数 主企ヨ三主当j_;:jjtk.かけているみたいだなら好きになりました。 7名

6 ⑤ [オオキナ ジャノメニ ハイツテク j の所が、担問さんと之ヤノメがすζく好きなんだなと思い

8 主主主.2__sHのlやでも、|お!斗さんと 趨lこJ吊れば平気!とし、う!itu)， 主主主主主。水色と少しこい青のジャ

6 乙ょと金主iZ放さこ主主Lt::.。雨降りなんだけど、優しさと楽しさが想像できたから幻ι 6名

ー2ナ、 g皇室技;己よ主主之s践しそうだから好きなんだ。 f母さん そんなにいい気持ちJから」室長主2心

い気持ら!なったよ 干の童話からピとク色を思い浮かべてJ会わっとした気持ちil三主之主キー

5名

*波紋(詩や蛍謡への}.::'し、)やi盟み(印象的な語言葉や詩句)は筆者による
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VlIl.まとめと今後の課題

授業分析と文章分析を通して， 1豆諸科において童話を媒介にすると学習意欲が高まり，それが

く意欲に繋がっていくという傾向が見られた。また，童話は子どもの視点で作られているため

身近に感じられ，文学性を有するので，詩(歌詞)だけでも，情景を思い浮かべ，親子の心情を

読み取り，自分の思し=を文章表3JIすることができた。が， fJ13と詩をセットにして活用すると，よ

り心に残る文章表現がしやすくなる{頃向があることが分かった。それは， rlllと詩をセットにして

を聴かせると，言葉に敏感になり，歌詞の語会:や詩句の一つ一つに着目して，登場人物の心

情を豊かに想像することができるからであると考える。

童話の rH3を聴かせて活用する効果の一つは，主人公にIpJ化することができ ，rlLIからもイメージ

が膨らみ，その想像をもとに心情をスムーズに文章表現することができるということである。二

つ臼は， [113と詩をセ y トにすることによって，視覚と聴覚から子どもの心に感じるものが生じる

ため，詩だけの場合よりも感じ方が強くなり，そのことが文章表現を意欲的にすることである。

三つ自は，強く感じたことを書いていくことになるので，何を書けばよいのかが明維になり，ど

の子も書く学習に参加iできるということである。さらに，文字数が増え，使用語棄も豊かになる

ということがIJLlつ自の効果である。

今回も，童話から想像する色をワークシートの絵に塗らせたが，両グループとも童謡の世界を

振り返りながら嬉々として取り組んでいた。色を連想することは，童話や詩に対ーする解釈や想像

を {!'{í~ 認することになるとともに，子どもたちの興財ミヤ楽しさを引き出すことになると多むさした。

を歌われるための詩と捉え， I~語科で童謡を用いた授業研究を通していえることは，詩

だけでは表しきれないところを曲が補い，子どもたちの感受性や意、欲が高められたという

ことである。逆に，言葉がついてし iなし¥liJ1だけの場合，子どもたちは自分なりの様々な想像を広

げることができるのだろうか。童謡の物語r'I~J::を感じ取ることができるのだろうか。 1111 だけでは，

難しいと思われる。言葉から情景や場国，心、'1吉を想像し，言葉から物語性を感じ取れるからであ

る。

は歌われるための詩であると捉えた。とすると， は歌でもあり詩でもあるといえる。

同大」については， 111]と詩(言葉)と声が補し 1合い，ーっとなって「歌jを成していると考える。

も汗1~J なので， rulと詩(言葉)と声が一つになっており， I態と詩(言葉)と戸を合わせて

使うとより効果的である。特に童謡は，子どもの声で、歌われているものが多く，子どもたちにと

っては親近!惑をもつことができ，より深く心に響くようである。心に響いたことをもとに感じた

ことや思ったことを自分の言葉で書くことによって，語葉力が育てられ文章表現をスムーズにす

ることカfできるのである。

国訪科の授業で，童話を註!と詩を合わせて使うことによって，詩だけでは表現しきれない部分

をI!JJが補って感受性や意欲を高めることができる。また，童謡の詩は物語になっているので，そ

の物語性(言葉)を i詣で聴かせることによって，耳からも感じ取ることができ，感性や情緒，意

欲などの情意市iが高められるとともに，想像力や感じ取る力，表現力を伸ばし，豊かな心を育む
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ことができると考える。

これまで，多くの小・中学校で童謡を媒介にするi言語科の授業を飛び込みで行ってきた。どこ

の学校でも，このような授業は「楽しかった」という感想が多く，中には「童話は奥深いで、すね。」

という感想、もあり驚いた。今回も飛び込み授業であったが， iまた，このような授業をやってほし

い。j という感想が多く見られた。文学性を有する歌を活用すると，盟諸科の学習としても成立

し，想像力や表現力，詰葉力を育て，心を豊かにすることができる。童話はそれに適する一つで

あると確信した。今後は，童話の奥深さを体育科や総合的な学習，或いは合科に生かす方法を探

求していきたし ¥0
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